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近代能楽の展開―明治期における享受者・能役者・作品の変遷を中心に
 佐藤和道
 
本論文は、六百年の歴史を持つ能が、伝統芸能としての位置付けを形成したと考えられ
る明治期に焦点を当て、それ以前から現代に至る変化の諸相を明らかにすることが目的である。能は、観阿弥・世阿弥父子によって大成された後、江戸時代には幕府の式楽 なるなど、様々な変化を経つつ現在まで演じ続け
られてきた。現在においても、能が、歌舞伎
などと並ぶ日本の代表的な伝統芸能であることに疑いの余地はあるまい。しかし、二〇〇四年に内閣府によって実施された
1「文化に関する世論調査」によれば、能を舞台で実際に
観た人の割合は 僅か二・五％であり、テレビなどによる間接享受を含めても五％程度に過ぎないという。これに対し、同じ伝統芸能である落語（演芸）や歌舞伎は 直接鑑賞経験こそ数％に過ぎないが 間接享受を含めれば、演芸四十三％、歌舞伎十五％となっている。こうした相違が生じた要因には、落語や歌舞伎が庶民の芸能であり、能が武家や公家のための芸能であったことが考えられる。しかし能が「謡曲」として江戸時代の庶民にも深く浸透していたことは、現存する謡本の流布状況や俳句などの文芸作品への影響から見ても明らかで、謡曲は江戸時代の主に都市部 庶民 おける文化的バックボーンとして広く共有されていたはずである。そうした状況が変化したのは、むしろ明治以降の能の在り方に起因する部分が大き の はなかろ か。
 
そこで本論文では、能を俳優・戯曲・観客という演劇的な三つの要素に分析し、それぞ
れの変化の諸相につい 考察を行 。第一部では、明治期 が けた最も大きな変化と考えられる、観客即ち享受者の変化に着目する
。明治維新による幕藩体制の崩壊によって、
能は「式楽」としての地位を喪失し、能役者は幕府や諸藩の扶持を離れることとなった。明治期の能楽に関する先行研究には、池内信嘉『能楽盛衰記』（能楽会、一九二六年）や古川久『明治 史序説』（わんや書店 一九六九年）など あるが、このうち『能楽盛衰記』は、明治後期から大正 かけて能楽復興に尽力した池内信嘉（一八五八年～一九三四年）が自身の見聞や関係者の記録に基いて編纂 たもので、近代能楽史研究におけ 基礎的史料として位置づけら ている。こ 『能楽盛衰記』によって語られるのは 明治維新によって危機に瀕した能が、能楽を愛好する皇族や華族の 、能役者 ち 努力によって復興を遂げるという「再生の物語 である。しかし、近年横山太郎らによってそうした「再生の物語」の中 事実との相違や虚飾が存在することが指摘されてい 例えば『楽盛衰記』は、明治五 の岩倉使節団による欧米歴訪や、華 よって組織され 能楽社を能 保護の契機として高く評価している 一次史料であ 特命全権大使米欧回覧実記』や『能楽社史』、『能楽会史』 よる限り、実際にそれほど大きな効果をもたらとは考え難い。その要因と は、池内が能楽と
直接的な関わりを持つようになったのは、
明治三十五年（一九〇二）に松山から上京 以後 ことであり、それ以前は中央の能とはほぼ無縁であったこと、『能楽盛衰記』が基 た記事 多くが、後年に綴った回想記                                        
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事であり、実際の出来事との間には数十年のブランクが存在することなどが考えられる。むしろ、能楽社の失敗は旧来の享受者だけでは能役者の経済的基盤とはなり得なかったことを示すものであり、『能楽盛衰記』の語る「再生の物語」に描かれなかった部分が存在する事 唆していよう。
 
明治中葉以降華族に代わる支援者となったのは、実業家を中心とした中流階級であった。
梅若実の門人 記録した『門入性名年月扣』によれば、明治二十年以降は実業家がその上位を占めるようになっている。また『明治の能楽』に引かれる新聞記事からも、明治二十年代後半ごろまでに、実業家の間に謡曲ブームが起きていたことが記されており、この時期に開始された月並能と称される各流儀の演能会や、観世、宝生など流儀 名を冠した能舞台建設に際し、援助を行ったのもこうした人々だったことが知られ 。また、これとほぼ同じ事が西洋ではクラッシック音楽やオペラにおいて起きていたことが 渡辺裕らによって指摘されている。これによる 富裕な実業家は新たな上層階級を形成し、それまで社交の手段に過ぎなかった音楽やオペラを芸術と まじめに享受するようになったという。渡辺氏はこれを「集中的享受」と呼んで
いるが、能においても中流層が享受者の中心
となる事で、能を「鑑賞」す スタイルが形成されたの はなかろうか。
 
一方、明治二十年代以降には、西洋近代思想に対する批判と伝統文化回帰の風潮が高ま
り、「日本固有」の芸術の創造が求められるようになる。そ てその流れを決定づけ ことになったのが、明治三十七年から始まった日露戦争とその勝利であったと考えられる。日露戦争下において坪内逍遥が『新楽劇論』を発表し、舞踊劇改革に乗り出したことはよく知られている。その中で坪内が 正倉院の遺物」になぞらえたことは能楽関係者大きな衝撃を与えた 池内信嘉はこ 動き 敏感 反応 能を保守 方向に進めるべきか、改革の方向へ進めるべきかという議論 提示している。 かし、 で ある程度ま能の経済基盤は確立しており、そうした基盤を崩してまで改革の方向 進む形 はならなかった。その事は同時期 衰微した今様能狂言 向 も明らかである。今様能狂言は、能と三味線・舞踊と 折衷芸能であり、明治二十年代に金沢 中心 全国を巡演し好評博した。しかし明治三十年代には、能楽の経済基盤の整備 より次第に衰退 大正七年になって解散を宣言する。こ 今様能狂言 つ は、坪内 改良芸能として 可能性を見出していたことが指摘されているが、結局のところ、保守化 方 進んだ能楽によって淘汰され まった。こうして能 、明治三十年代後半までに、現在に至る伝統芸能としての方向性を確立したと考えら る。
 
こうした経済基盤の変化は、能役者にも少な
からぬ影響を及ぼした。江戸時代には能役
者は幕府や藩から扶持を受け、安定した支援の下で特定の家柄の人々によって世襲さ ていたが、明治維新によって幕藩体制が崩壊し
たことにより、旧来与えられていた俸禄が停
止され、能役者の安定的な地位が失われる事態となった。中 経済的な困窮から家業離れた能役 も見られ、結果と 消滅
流儀も存在する。また、存続した流儀の中に
も、江戸期に主要な地位にあった役者が能から離れ め、傍系の役者が継承する形で存
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続した例も認められる。こうした能役者の淘汰と変遷は、経済基盤の喪失によって江戸時代に形成された能役者のヒエラルキーが瓦解し、新たな序列化が進展したものと見る事ができる。また明治以降に再編された序列には、家格や技量といった従来の基準に加え、新たな経済基盤を開拓する能力や、広く愛好者 支持されるだけの知名度や人脈などが新たな指標として加えられたと考え
 
第二部第一章では、現存するシテ・ワキ・囃子・狂言の諸流について、江戸末期から近
代にかけての中心的な役者の変遷を概観したが、これによるとシテ方五流については、全ての流儀が廃絶すること く家元諸家も一応は存続し 。しかし に従属する立場にあった囃子方や狂言方においては、家元クラス 役者が廃業 、有力な弟子 よって芸系を継続し 例が多数認められ 中でも特
徴的なのが、第二章で取り上げた大鼓葛野流
である。葛野流は、初世葛野九郎兵衛定之によって創始され、以後明治期に至るまで九代に渡って葛野家の人物が芸事を統括 たが、九世葛野定睦の死後大鼓の から離れ、以後は有力な弟子が家元職を持ちまわる形 なった。当初は八世葛野九郎兵衛 高弟であった津村又喜や植田源蔵がその任を担ったが、両者ともに明治三十年代に没し その後継となったのが川崎九淵（一八七四年～一九六一年） あった。川崎は後に能楽界初の人間国宝指定を受けるなど、明治から昭和にかけて能楽囃子方を代表する役者となったが もともとは能役者の家に生まれたわけではなく、才覚を 松山から上京し、活躍の場を広げながら斯界 第一人者へと至った人物である。シテ方に比して脆弱な経済基盤 か持たない囃子方は、明治三十年代初頭には数が漸減し、後継者の確保も難 い状況に陥 ていた。池内が上京する直前 観世元規に宛てた書簡によれば、東京で活動する囃子方は二十人に満たず、その大半が他に職を持っていたことが分 そ ため、川崎のような家柄や格式を持 ない役者が参入する機会が生まれ ものと考えられる。一方で、川崎は、能楽囃子方養成事業の中心的な役割を果たし
た池内信嘉と同郷であったため、池内が能楽
館を創始し、囃子方の援助に着手した際 も最初にその援助を受ける事 でき 。ま 、その後も池内が刊行し 雑誌『能楽』の中にも度々登場し、山崎楽堂らとともに地拍子関する論考を寄稿するなど、そ 存在感を高めていった。勿論役者としての技 がなくては、名人として扱われることはなかったはずだが、家柄を持たない川崎のような役者にとって、池内と 縁で得られた 脈がもたらしたも も少なくなか と考えられる。
 
また、地方諸藩出身の役者が中央に進出したこともこの時期の特徴的な出来事である。
第三章では、その一事例として、加賀藩の町役者 ついて取り上げ 。加賀藩の町役者は本来は観音・寺中と通称される卯辰山観音社と佐那武明神社の祭礼に際して能を奉納し人々であったが、江戸初期より藩主によって召 出され 玄人の とと に舞台 勤めるようになっていった。こ うち、諸橋・波吉と う神事能大夫は能 本職と い が、それ以外のワキ、囃子、狂言 地謡などは金沢の町人が副業として行っ い 。しか 江戸中期頃になると、一定の技芸を有する町役者 対 俸禄や名字・帯刀 権利が与えられるなど玄人の能役者に準ずる扱い 受け ようになる。また、江戸中期以降は財政的
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問題からこうした町役者の拡充が図られ、幕末時には町役者だけでほぼ全ての役職・流儀を網羅するまでになっていった。そのため維新後も、町役者の中にはそのまま代々の業を捨てず、流儀の中核を担う役者、家へと発展
した者もいた。こうした能役者の再序列化に
よって、能は維新後も江戸時代以来 封建制度を捨てず、むしろより強化された形で残存させていくのである。
 
続く第三部では、能の作品に関する考察へと進む。表章「能の変貌―演目の変遷を通し
て」（『中世文学』三十五号、一九九〇年）によれば、明治期に観世流では従来別組とされた二十八曲と〈高野物狂〉など七曲が現行曲に組み入れられ、逆 宝生 は稀曲であった三十曲を廃曲とするなど 少なからぬ変動があったと指摘されている。しかしこれらは上演が稀か、ほぼ途絶え た作品に関する措置で り、現行曲の八割ほどは影響を受けていない。むしろ明治期に大きく変動したのは、能に対する位置付けであろう。明治二十年代になると日本文学に対する再評価 きが起り 「日本文学史」と題する書が次々と発表される。それらは日本文学のカノン形成をもた したとされるが、その中で能は必ずしも主要な位置を占めていたわけではなかっ 。例えば 明治二十三年（一八九〇）刊行の『国文学読本』（芳賀矢一・立花銑三郎、冨山房） 、古典文学の諸作品を作者順に掲げたアンソロジーであるが、そこには「無名氏」の作として「謡曲鉢の木」が掲げられている。また、同年に刊行され、日本文学史の嚆矢とされる『日本文学史』（三上参次・高津鍬三郎、金港堂）におい も、能の作者は無名の僧侶とされ、文学的価値は低いものとされている。こうした能 対する評価の低さは、作者中心の近代的な価値観に起因 、能の作者が不明とされ ことが大きく影響していたと考えられよう。
 
そうした状況を一変させたのが、明治四十一年（一九〇八）の吉田東伍による世阿弥伝
書発見である。吉田東伍（一八六四 ～一九一八年）は、『大日本地名辞書 の業績で広く知られる明治・大正期の歴史・地理学者だが
、その一方で、世阿弥伝書の存在を明らか
にした『
能楽古典
世阿弥十六部集』は、近代能楽研究の嚆矢として高く評価されている。そもそも
現在知られる世阿弥 事跡は、世阿弥伝書の記述 負うところ 大きいが、世阿弥伝 自体は、その子孫に当たる観世家や姻戚関係にあった金春家の当主や時の権力者などごく限られた人々 か見ることが許 なかった。その結果「忘 られた」存在となった世阿弥伝書が再び日の目を になったのが、吉田の『世阿弥十六部集』刊行だったある。現在で 常識となっている能の作者としての業績や 『風姿花伝』 始 とする高度な能楽論書を著したという事実は、こ 『世阿弥十六部集』刊行 よっ 初めて明らになったが、同時に世阿弥 高度な教養と理論を備え 能役者の存在が知 こととなり、能を芸術として 評価する一因となったと考えられ
 
第三部第一章では、吉田東伍の事跡や世阿弥伝書発見の経緯 たどりつつ、吉田の実証
主義的な研究手法が 研究 与え 意義について考察す は当時実証主義的な研究手法で通説の誤りを次々に正 た重野安繹や久米邦武 交流を持ってい 。彼らは明治政府による修史事業の中核を担っていたが、あまりに急進的な主張か 国学者や水戸学
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者からの反発を受け、修史事業からの離脱を余
儀なくされる。一方、政府とは一線を画す
る立場にあった能楽については、公の立場からの研究はほとんど為されず、明治三十七年になってようやく坪内逍遥を中心に開始された。そこには官を追われた久米も参加し、吉田とともに実証主義的方法論を用いて旧来不
確かな伝承に依らざるを得なかった能楽研究
に新たな視点をもた し、さら は世阿弥伝書十六部の発見を実現したのである。こうした吉田の研究手法については 第二章において 新潟市 吉田文庫に所蔵される吉田の自筆ノートを用いつつ論じて る。新潟の吉田文庫 は吉田東伍旧蔵 書籍、書簡や吉田が書写した謄写本、論考の草稿をまとめたノートや手控え本など多数の資料が所蔵されており、芸能関係の資料も存在する。本章では、吉田が芸能関係の研究を進める上で史料を書写したり、論考の草稿をまとめたノート九冊
を取り上げたが、ここからは吉田が、実証主
義的な方法論によって、能 中心とした体系
的な芸能史を構築しようと試みていたことが
知られる。吉田が構想した芸 史研究 大部分は未完成に終わったが、 ノートからは従来発表さ 事がなかった構想の一端を知 ことができ 極めて有意義である。加えて、金春座関係のノートは大正四年に刊行された『禅竹集』 準備のために作られたものだが現存しない『金春安住記』の内容を残しており、資料的な価値もある。また『編年体演能記録』には、能楽の分野では近年まで存在を知ら ていなかった『東寺過去帳』に記された能役者の没年の記録が記されているが、こ 点につい は補説 おいて詳しく論じ いる。
 
さらに第三章では、『世阿弥十六部集』の刊行後、同書がどのように受容され、能の位
置付けを変えたのかを、日本文学史に関する諸 や 大正教養主義 呼ばれる人々の 言を通じて考察する。『世阿弥十六部集』が刊行された当時、能は国文学の主要な研究対象としてみなされておらず、当初は国文学者からはあま 注目 集めなかっ 。むしろその価値をいち早く理解したのは 英文学者であった松浦一や野上豊一郎 代表される 正教養主義の人々であり、彼らが世阿弥 世界 者 伍 べき存在 あることを示しとで、『世阿弥十六部集』の存在が認知され、結果的に能の評価を高め である。世阿弥伝書が発見された明治四十年代には、シテ方諸家は経済的に安定し、日露戦争の勃発によって高揚したナショナリズムを受けて、国民演劇を求める機運が高まったことは第一部で述べた如く あるが、その時に必要になっ は、芸術的価値を体現 きるだけの権威だったと考えられる。つまり、世阿弥のよう 芸術的天才の発見は能 カノン化に著しい効果をも らし、能を「文学作品」として登録 ようと意図していた能楽文学研究会 目的に叶うものとな たので 。能が文学作品として位置付けられたことにより、能の作品に対する評価も明治以前 以後とでは相違がみられ ようになる。例えば、現在では人気曲として知られる〈隅田川〉は、江戸時代にはほとんど演じ れていなかっ が、大正期以降学校の教科書の作品 取りあげられ、急激に注目されるようになる。ま 教科書掲載作品には、『平家物語』や『義経記』『曽我物語』など軍記物語を主題とする能が多く存在するこ も興味深い。恐らくそこには明治以降日本文学 一ジャンルとして軍記
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物語が扱われるようになったことを反映して
いるものと思われる。本論文では、過去に考
察した『義経記』『曽我物語』関係の諸作品に関する論考を「付章」に載せたが、そこでは明治以降の評価の変化に就いて十分に考察が尽くされてはいない。その要因としては近代以降の上演演目に関す 網羅的 調査が不十分であったり、教科書掲載作品との関係などが不明確であったことが挙げられる。これら 点については今後の課題としたい。
 
以上のことから、能楽における近代、特に明治期は、大成以降初めて公的な庇護から離
れたことに伴う変化の時代であったと位置付けることができる。先述の如く、明治政府は、公的な資金を投じて能を保護することはなかった。明治初期には吾妻能狂言等の折衷芸能や、梅若実による日数能など、興行による打開を図ろうとした事例もあるが、元々興行的な基盤を持たない能が興行中心に展開することには限界があった。能楽社による芝能楽堂運営の挫折は、華族による経営戦略 甘さと同時に、能を興行として成立させて行くことの困難さを示していよう。そこで旧享受者であった華族に わる新たな享受者とし 実業家や旦那衆 どの商家を取り込む とで経済的な基盤を整えていく。これによって一部見えた能楽改良 動き 鎮静化し、保守化の方向へ進む なる。一方、維新後 不振から能から離れる役者が増加し、特 シテ方に従属する立場 あった囃子 や狂言方では、家元クラスの役者でさえも、能だけでは生活して行く が難しい状況 あった そう中で、地方在住の役者が上京し、家元職の代理を務める事で、流儀の存続が図られていく。このことは、従来は周縁的な位置にあった役者が維新によ 混乱を経て中核的 に移行したという意味で、能 の再序列化が進行し ということができよう。しかし 一方で江戸時代以来の封建的なヒエラルキーは解体されず、新たな序列のもとに存続 たのである。さらに、明治三十年代には在野の研究者を中心に能 対する本格的な研究が着手され、明治四十二年 『世阿弥十六部集』刊行を契機として 紆余曲折を経ながらも、能は文学のカノンへと位置付けられていく。こうして能 高い芸術的価値 有す と認知れる一方で、徒弟制度を軸 する「閉じられた」社会において享受されるという二面性を持つ芸能となっていったのである。
 
